
(様式第 10) 

  兵 医 法 第 1 7 7 号  

平成 26 年 10 月 4 日  

厚 生 労 働 大 臣 殿 

学校法人 兵庫医科大学  

        理事長 新家 荘平 (印) 

 

兵庫医科大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成 25 年度の業

務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1番1号 

 氏   名 学校法人 兵庫医科大学 理事長 新家 荘平 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 兵庫医科大学病院 

 

3 所在の場所 

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1番1号 
                                電話(0798)45－6111    

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 循環器内科  2 呼吸器内科 3 消化器内科 4 血液内科 5 内分泌・代謝内科 6 糖尿病内科 

 7 神経内科   8 肝臓・胆のう・膵臓内科  9 腎臓・人工透析内科  10 リウマチ科  

11 アレルギー科 12 腫瘍内科 

 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 



 

(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1 呼吸器外科 2 心臓血管外科 3 消化器外科 4 乳腺・内分泌外科 5 小児外科 6 形成外科 

  7 美容外科  8 頭頸部外科 9 ペインクリニック・疼痛緩和外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1 歯科口腔外科           

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 リハビリテーション科 2 臨床検査科 3 病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

44床 床 床 床 919床 963床 

 

 

 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 26 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師      593人 194人 625.0人  看 護 補 助 者        146人 診療エックス線

技師 

0人 

 歯 科 医 師      19人 10人 24.0人  理 学 療 法 士        29人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

103人 

 薬 剤 師      74人 2人 74.6人  作 業 療 法 士        12人 衛生検査技

師 

1人 

 保 健 師      0人 0人 0人  視 能 訓 練 士            10人 そ の 他       0人 

 助 産 師      38人 1人 38.6人  義 肢 装 具 士        0人 あん摩マッサージ指圧師 0人 

 看 護 師      945人 16人 954.5人  臨床工学技師        19人 医療社会事業従

事者 

9人 

 准 看 護 師      3人 0人 3人  栄  養  士        0人 その他の技術員           27人 

 歯科衛生士 5人 0人 5.0人  歯 科 技 工 士        3人 事 務 職 員        254人 

 管理栄養士 10人 1人 10.4人  診療放射線技師     52人 その他の職員        42人 
(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                         （平成 26 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 １３人 眼 科 専 門 医 １４人 

外 科 専 門 医 ６２人 耳鼻咽喉科専門医 １５人 

精 神 科 専 門 医 ８人 放射線科専門医 １５人 

小 児 科 専 門 医 １８人 脳神経外科専門医 ７人 

皮 膚 科 専 門 医 ５人 整形外科専門医 ２０人 

泌尿器科専門医 ７人 麻 酔 科 専 門 医 ２０人 

産婦人科専門医 １４人 救 急 科 専 門 医 １１人 

  合 計 ２２９人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数  752.9人  8.6人   761.5人 
 １日当たり平均外来患者数       1724.3人           66.1人          1790.4人 

 １日当たり平均調剤数                                                             1082.8剤 

必要医師数 181人  
必要歯科医師数 6人  
必要薬剤師数 26人  

必要（准）看護師数 444人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 



た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

450.44 m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

（ＲＣ） 

   病 床 数  ２０床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     289.8m 2      病床数  ２２床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 49.55m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室  159.45m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＳＲＣ） 

  （主な設備）自動分析装置LABOSPECT008、 
ディメンションRXL、Cobas8000 

細菌検査室  145.85m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＳＲＣ） 

  （主な設備）Auto-Scan W/A、バクテアラート3D、 
       MGIT、Taqman 

病理検査室  155.92m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＳＲＣ） 

  （主な設備）クリオスタット、連続迅速自動固定包埋装置 

病理解剖室  110.67m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＳＲＣ） 

  （主な設備）解剖台、サクラリサイクラー、エコプロセス 

研 究 室 12,911m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＳＲＣ） 

  （主な設備）CO2インキュベーター、オートクレーブ、 
オールインワン蛍光顕微鏡、 
リアルタイムPCRシステム    

講 義 室 5,363m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＲＣ） 

   室数 １１室  収容定員    １,２６１人 

図 書 室   1,365m 2 鉄筋コン

クリート 

（ＲＣ） 

   室数  １室  蔵 書 数  174,000冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成25年4月1日～平成26年3月31日 

紹 介 率 ７６．３％ 逆 紹 介 率 ６６ ．９ ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                 ２２,３９０ 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                              ２０,６０３ 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                １,１１１ 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                 ３０,７９０ 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

49人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ＩＬ28Ｂの遺伝子診断によるインターフェロン治療効果の予測評価

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人　

0人　

2人　

3人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにＳ－１内服併用療法　腹膜播種又は進行性胃がん（腹
水細胞診又は腹腔洗浄細胞診により遊離がん細胞を認めるものに限る。）

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週
間に一回投与するものに限る。）の併用療法　上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性であっ
て、ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

慢性心不全に対する和温療法　慢性心不全

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 内視鏡手術用支援機器を用いた腎悪性腫瘍手術 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

 4cm以下の比較的小さな腎細胞がん（Tｌa）で腎部分切除（がんの部分だけを切り取り、腎臓を温存する手術）の対象

となる患者に対して、da Vinci（ダ・ヴィンチ）サージカル システムを用いることでより低浸襲な手術を提供している。

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 77人  ・膿疱性乾癬 13人

 ・多発性硬化症 89人  ・広範脊柱管狭窄症 76人

 ・重症筋無力症 137人  ・原発性胆汁性肝硬変 38人

 ・全身性エリテマトーデス 360人  ・重症急性膵炎 8人

 ・スモン 5人  ・特発性大腿骨頭壊死症 36人

 ・再生不良性貧血 57人  ・混合性結合組織病 57人

 ・サルコイドーシス 50人  ・原発性免疫不全症候群 7人

 ・筋萎縮性側索硬化症 22人  ・特発性間質性肺炎 8人

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 259人  ・網膜色素変性症 23人

 ・特発性血小板減少性紫斑病 94人  ・プリオン病 1人

 ・結節性動脈周囲炎 39人  ・肺動脈性肺高血圧症 2人

 ・潰瘍性大腸炎 1221人  ・神経線維腫症 8人

 ・大動脈炎症候群 22人  ・亜急性硬化性全脳炎 0人

 ・ビュルガー病 9人  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 3人

 ・天疱瘡 15人  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 1人

 ・脊髄小脳変性症 54人  ・ライソゾーム病 3人

 ・クローン病 909人  ・副腎白質ジストロフィー 1人

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 0人  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0人

 ・悪性関節リウマチ 30人  ・脊髄性筋委縮症 3人

 ・球脊髄性筋委縮症 1人

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 28人

 ・アミロイドーシス 8人  ・肥大型心筋症 7人

 ・後縦靭帯骨化症 75人  ・拘束型心筋症 0人

 ・ハンチントン病 0人  ・ミトコンドリア病 1人

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 21人  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 4人

 ・ウェゲナー肉芽腫症 13人  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 65人  ・黄色靱帯骨化症 4人

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 3人

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

103人

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

167人

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

27人
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

小児入院医療管理料２

退院調整加算

新生児特定集中治療室退院調整加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

救急搬送患者地域連携受入加算

呼吸ケアチーム加算

病棟薬剤業務実施加算

栄養サポートチーム加算

無菌治療室管理加算２

緩和ケア診療加算

精神病棟入院時医学管理加算

特定集中治療室管理料１

総合周産期特定集中治療室管理料

新生児治療回復室入院医療管理料

妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算

急性期看護補助体制加算

看護補助加算２

無菌治療室管理加算１

高度の医療の提供の実績

データ提出加算

救命救急入院料１

救命救急入院料４

超急性期脳卒中加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料

臨床研修病院入院診療加算

救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算

精神科リエゾンチーム加算

摂食障害入院医療管理加算

がん診療連携拠点病院加算

精神科身体合併症管理加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

医療安全対策加算１

感染防止対策加算１

患者サポート体制充実加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

体外衝撃波胆石破砕術

腹腔鏡下肝切除術

生体部分肝移植術

大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

補助人工心臓

植込型補助人工心臓（拍動流型）

植込型補助人工心臓（非拍動流型）

経皮的大動脈遮断術

ダメージコントロール手術

外来緩和ケア管理料

移植後患者指導管理料
（臓器移植後）

移植後患者指導管理料
（造血幹細胞移植後）

糖尿病透析予防指導管理料

がん治療連携計画策定料

薬剤管理指導料

医薬品安全性情報等管理体制加算

がん治療連携管理料

認知症専門診断管理料

肝炎インターフェロン治療計画料

高度難聴指導管理料

糖尿病合併症管理料

がん性疼痛緩和指導管理料

がん患者カウンセリング料

高度の医療の提供の実績

検体検査管理加算（Ⅳ）

遺伝カウンセリング加算

外来リハビリテーション診療料

外来放射線照射診療料

ニコチン依存症管理料

開放型病院共同指導料

地域連携診療計画管理料

医療機器安全管理料１

歯科治療総合医療管理料

造血器腫瘍遺伝子検査

H　P　V核酸検出

植込型除細動器移植術及び
植込型除細動器交換術

両室ぺーシング機能付き植込型除細動
器移植術及び両室ぺーシング機能付き
植込型除細動器交換術

網膜付着組織を含む硝子体切除術
（眼内内視鏡を用いるもの）

人工内耳植込術

植込型骨導補聴器

乳がんセンチネルリンパ節加算１

乳がんセンチネルリンパ節加算２

経皮的冠動脈形成術
（特殊カテーテルによるもの）（高速回転式経皮経管アテレク
トミーカテーテルによるものに限る。）

悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

腫瘍脊椎骨全摘術

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
及び脳刺激装置交換術

脊髄刺激装置植込術
及び脊髄刺激装置交換術

経皮的中隔心筋焼灼術

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

植込型心電図記録計移植術及び
植込型心電図記録計摘出術

両心室ペースメーカー移植術
及び両心室ペースメーカー交換術

（様式第2）



病理診断管理加算2

一酸化窒素吸入療法 クラウン・ブリッジ維持管理料

精神科作業療法 テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 体外照射呼吸性移動対策加算

保険医療機関間の連携による病理診断認知療法・認知行動療法１

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

歯科技工加算 ヒト自家移植組織（自家培養軟骨）

医療保護入院等診療料 テレパソロジーによる術中迅速細胞診

透析液水質確保加算２

放射線治療専任加算

外来化学療法加算Ⅰ 外来放射線治療加算

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 強度変調放射線治療（ＩＭＲT）

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 画像誘導放射線治療（IGRT）

高エネルギー放射線治療

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 歯周組織再生誘導手術

冠動脈C　T撮影加算 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

外傷全身C　T加算 麻酔管理料（Ⅰ）

心臓M　R　I撮影加算 麻酔管理料（Ⅱ）

抗悪性腫瘍剤処方管理加算

医科点数表第2章第10部手術の
通則5及び6に掲げる手術

センチネルリンパ節生検
（乳がんに係るものに限る。）

輸血管理料Ⅰ

画像診断管理加算２ 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・
コンピューター断層複合撮影

内視鏡手術用支援機器加算

生体腎移植術

補聴器適合検査 膀胱水圧拡張術

コンタクトレンズ検査料1 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

小児食物アレルギー負荷検査 人工尿道括約筋植込・置換術

植込型心電図検査 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

皮下連続式グルコース測定 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

長期継続頭蓋内脳波検査 同種死体腎移植術

神経学的検査

がん患者リハビリテーション料

内服・点滴誘発試験

無菌製剤処理料

心臓カテーテル法による諸検査の
血管内視鏡検査加算

直線加速器による放射線治療

定位放射線治療呼吸性移動対策加算



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　41例　　　／　剖検率　 6.56%

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

原則毎週水曜日に開催している
1ヶ月間の平均開催回数は3回

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　画像等手術支援加算（肝切除術）

　早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　遺伝学的検査（先天性難聴）

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補 小計

委 17

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

外科 肝・胆・膵外科藤元 治朗

病院病理部廣田 誠一

道免 和久

細胞膜透過性ペプチドを用
いたがん性疼痛治療薬の開
発

廣瀬 宗孝 麻酔科

リハビリテーション部

日本学術
振興会

1,690,000

小山 英則

木村 卓

780,000内科 消化器内科
日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

1,430,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

1,430,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,430,000

日本学術
振興会

1,170,000

日本学術
振興会

1,430,000

日本学術
振興会

3,120,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

2,210,000

5,720,000

6,630,000

1,430,000

780,000

1,690,000

内科 呼吸器・RCU科

内科 神経・脳卒中科

内科 内分泌・代謝科

皮膚科

放射線医療センター
核医学・PET診療部

福井 広一

田端 千春

外科 上部消化管外科

外科 下部消化管外科

山西 清文

今泉　昌男

笹子 三津留

山野 智基

外科 下部消化管外科

外科 下部消化管外科

外科 肝・胆・膵外科

呼吸器外科

脳神経外科

松原 長秀

冨田 尚裕

宇山 直樹

松本 成司

泉本 修一

脳卒中片麻痺上肢集中訓練
ＣＩ療法の神経基盤研究（拡
散テンソル画像による）

多様なレセプターチロシンキ
ナーゼ遺伝子変異の消化管
間質腫瘍の病態への影響

外科手術後癒着形成分子機
構に基づく新規包括的癒着
制御法の開発と探索医療の
模索

Ｒｅｇ蛋白の消化管粘膜保護
作用に関する研究

肺線維症などの難治性肺疾
患に対する新規治療開発

筋強直性ジストロフィー症に
おける中枢神経スプライシン
グ異常の分子機序の解明

肥満・動脈硬化における終
末糖化産物受容体を介した
炎症シグナルの意義

魚鱗癬様紅皮症の病態に関
する研究

マルチモダリティーを用いた
免疫グリア細胞のイメージン
グ研究

上皮間葉系細胞分化転換関
連分子を標的とする新しい
胃がん腹膜転移治療法の開
発

ケモカインＣＣＬ２１と腫瘍溶
解アデノウイルスを用いた新
しい癌ワクチン療法の開発

炎症を母地とする非定型消
化器癌の発癌機構の解明と
早期診断バイオマーカの開
発

スプライシング因子阻害剤と
ヒストン脱アセチル化酵素阻
害剤の併用効果の検討

Ｐｌａｋｉｎ　Ｆａｍｉｌｙ蛋白発現制
御による肝内胆管癌治療戦
略

悪性胸膜中皮腫における抗
ＩＬ－６受容体抗体療法の開
発

ＷＴ１免疫療法における脳局
所の抑制系・促進系免疫機
序の解明と抑制克服法の開
発

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補 小計 累計

委 20 37

日本学術
振興会

650,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,690,000

日本学術
振興会

390,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

2,210,000

日本学術
振興会

2,080,000

日本学術
振興会

2,080,000

日本学術
振興会

1,950,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,690,000

日本学術
振興会

1,950,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

2,860,000

日本学術
振興会

2,470,000

日本学術
振興会

2,730,000

日本学術
振興会

1,820,000

眼科

情報センター

輸血部

病院病理部

臨床遺伝部

内科 循環器内科

内科 肝・胆・膵科

内科 血液内科

放射線科

外科 肝・胆・膵外科

麻酔科

泌尿器科

歯科口腔外科

外科 上部消化管外科

内科 循環器内科

内科 消化器内科

内科 消化器内科

内科 肝・胆・膵科

内科 腎・透析科

外科 肝・胆・膵外科

三村 治

宮本 正喜

藤盛 好啓

羽尾 裕之

玉置 知子

増山 理

榎本 平之

小川 啓恭

上紺屋 憲彦

平野 公通

多田羅 恒雄

呉 秀賢

高岡 一樹

菊池 正二郎

内藤 由朗

大島 忠之

三輪 洋人

西口 修平

中西 健

飯室 勇二

甲状腺眼症の病態解明と新
規治療法の確立

オントロジ技術を用いた内視
鏡診断学習システムの開発

Ｓｒｃファミリーキナーゼの悪
性腫瘍進展での役割の解析
と治療への応用

大動脈瘤の病理組織学的病
態解明と新規治療の開発

日本人悪性中皮腫に高頻度
で見出された３ｐ領域欠損の
機能解析と診断への応用

心腎貧血連関ネットワークの
解析と新規治療戦略の開発

肝癌由来増殖因子の血管新
生と肝癌増殖における役割
の検討

ヒト白血球抗原半合致移植
の成立機序の解析

ハイリスク放射線治療患者で
の直腸粘膜障害の予防と治
療ー亜鉛製剤の設計と評
価ー

肝癌脈管侵襲・進展に関与
する分子の探索および制御
法の開発

侵襲時におけるヒドロキシエ
チルデンプン製剤の血管内
皮糖鎖構造の保護効果

進行性腎細胞癌に対する
Lexatumumab併用テムシロリ
ムス療法の開発

組織内微小環境因子を標的
とした骨治癒促進効果

がん微小環境における転移
制御因子の同定と胃がん治
療戦略の確立

高血圧症における鉄の関与
と新規予防戦略の開発

ディスペプシア症状発現に
おける十二指腸上皮細胞間
接着装置とIL-33に関する検
討
ストレス負荷時の食道生理
機能変化を指標とした非び
らん性胃食道逆流症の病態
解析

慢性肝疾患における肝細胞
障害と肝内凝固亢進状態の
関連性に関する検討

腎性貧血治療における鉄貯
蔵状態と造血細胞分化・鉄
利用の関係の検討

肝組織修復における類洞内
皮細胞、星細胞の役割解明
と骨髄、脾臓との臓器相関の
解析
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委

補

委

補

委

補

委

補
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補

委

補

委

補 小計 累計

委 20 57

日本学術
振興会

1,950,000

日本学術
振興会

2,470,000

日本学術
振興会

1,950,000

日本学術
振興会

2,470,000

日本学術
振興会

1,950,000

日本学術
振興会

2,340,000

日本学術
振興会

1,820,000

日本学術
振興会

3,380,000

日本学術
振興会

2,470,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,560,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

1,820,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

2,080,000

日本学術
振興会

1,170,000

日本学術
振興会

2,080,000

日本学術
振興会

1,170,000

日本学術
振興会

1,300,000

外科 下部消化管外科

呼吸器外科

呼吸器外科

耳鼻咽喉科

外科 小児外科

形成外科

形成外科

救命救急センター

救命救急センター

歯科口腔外科

歯科口腔外科

歯科口腔外科

泌尿器科

内科 腎・透析科

内科 リウマチ・膠原病
科

内科 リウマチ・膠原病
科

精神科神経科

ペインクリニック部

耳鼻咽喉科

形成外科

野田 雅史

長谷川 誠紀

黒田 鮎美

都築 建三

奥山 宏臣

垣淵 正男

河合 建一郎

中尾 篤典

小谷 穣治

長谷川 誠実

長谷川 陽子

野口 一馬

兼松 明弘

名波 正義

関口 昌弘

北野 将康

林田 和久

恒遠 剛示

任 智美

曽束 洋平

網羅的遺伝子解析による大
腸癌リンパ節外転移の診断
法確立と新たな転移関連因
子の検索

悪性胸膜中皮腫に対する分
子標的薬剤治療の模索

ヒアルロン酸/CD44/MEK経
路遮断による悪性胸膜中皮
腫治療の開発

メンソール、カプサイシンが
神経系を介して鼻炎、副鼻
腔炎の病態に及ぼす影響

低出生体重児の腸管機能不
全と消化管サーファクタント
の関連性に関する研究

端側型神経移植による顔面
神経再生様式の解析

糖尿病性創傷治癒障害にお
ける血清由来Nanoparticleの
役割の解明

ラット出血性ショック蘇生後
肺障害モデルにおける水素
吸入療法の効果

日本人の重症病態と
TLR/IL-1RファミリーのIL-
18遺伝子多型と性差の関係

歯痛と海馬の可塑性および
帯状回・扁桃核との機能連
携の解析

咀嚼する食品の味・香りがス
トレス反応に与える影響

難治性口腔癌に対するヘッ
ジホッグシグナルを応用した
治療戦略

乳児排尿測定装置の開発

糖尿病性腎症での尿細管・
間質線維化における細胞内
鉄代謝異常の関与

人工抗体を用いた滑膜増殖
の制御

関節リウマチの骨破壊に対
するＳ１Ｐ／Ｓ１Ｐ１シグナル
の役割

ＤＳＭー５のチック関連性強
迫性障害の妥当性、信頼
性、臨床的有用性に関する
検討

モルヒネ慢性投与下におけ
るベンゾゾアゼピン感受性増
強の関連性の解明

ヒトの舌知覚閾値測定

レーザー光による骨切り後の
骨癒合の研究



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補 小計 累計

委 20 77

厚生労働省2,000,000

厚生労働省2,000,000

厚生労働省1,500,000

厚生労働省3,500,000

厚生労働省400,000

日本学術
振興会

2,080,000

日本学術
振興会

2,080,000

日本学術
振興会

1,950,000

日本学術
振興会

1,820,000

日本学術
振興会

1,300,000

日本学術
振興会

1,170,000

日本学術
振興会

780,000

日本学術
振興会

1,170,000

日本学術
振興会

1,690,000

厚生労働省700,000

厚生労働省5,850,000

厚生労働省12,200,000

厚生労働省800,000

厚生労働省1,000,000

厚生労働省1,500,000

形成外科

救命救急センター

歯科口腔外科

泌尿器科

内科 総合診療科

内科 消化器内科

眼科

皮膚科

放射線科

内科 呼吸器・RCU科

外科 小児外科

内科 血液内科

超音波センター

内科 消化器内科

内科 血液内科

内科 血液内科

内科 リウマチ・膠原病
科

眼科

外科 小児外科

産科婦人科

藤田 和敏

尾迫 貴章

頭司 雄介

鈴木 透

太田 好紀

近藤 隆

田片 将士

山本 雅章

土井 啓至

中野　孝司

奥山　宏臣

小川　啓恭

飯島　尋子

中村 志郎

小川　啓恭

相馬　俊裕

佐野　統

三村　治

奥山　宏臣

澤井　英明

酸化ストレスが創傷治癒、肥
厚性瘢痕形成に与える影響
について

エンドトキシン血症肺毛細血
管モデルにおけるヒスタミン
受容体発現と血管透過性の
関係

口腔がん幹細胞モデル細胞
株の樹立とがん幹細胞を標
的とした治療法の開発

副刺激を調節したγδT細
胞を用いた新たな養子免疫
療法の可能性の検討

集中治療室（ICU,NICU）に
おける薬剤性有害事象に関
する臨床疫学研究

ラット逆流性食道炎モデルに
おけるプロスタグランジンと
自発運動への関与

リンパ球Sema4D分子標的に
よる神経再生療法の検討

皮膚におけるインターロイキ
ン３６の活性化に関する研究

新規放射線防護材としての
スタチンの可能性と肥満が
及ぼす影響

切除可能悪性胸膜中皮腫に
対する集学的治療法の確立
に関する研究

低出生体重児の消化管機能
障害に関する周産期背景因
子の疫学調査研究

HLA不適合血縁者間移植の
安全性および有効性向上の
ための包括的研究

慢性ウイルス性肝疾患患者
の情報収集の在り方等に関
する研究

難治性炎症性腸管障害に関
する調査研究

新たな造血幹細胞移植法の
開発：生着工率の向上を目
指して

卵膜由来間葉系幹細胞を用
いた難治性疾患に対する新
規移植再生療法の開発

自己免疫疾患に関する調査
研究

視覚系の希少難治性疾患群
に関する症例データベース
構築

胎児・新生児肺低形成の診
断・治療実態に関する調査
研究

重症骨系統疾患の予後改善
に向けての集学的研究
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補
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補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

補 小計 累計

委 17 94

厚生労働省2,000,000

厚生労働省250,000

厚生労働省250,000

厚生労働省3,000,000

厚生労働省200,000

厚生労働省2,000,000

厚生労働省800,000

厚生労働省1,000,000

厚生労働省7,800,000

厚生労働省300,000

厚生労働省4,000,000

文部科学省21,000,000

厚生労働省500,000

厚生労働省1,000,000

独立行政法
人科学技術
振興機構

10,500,000

文部科学省5,500,000

文部科学省20,000,000

病院病理部

内科 腎・透析科

眼科

歯科口腔外科

内科 肝・胆・膵科

内科 肝・胆・膵科

内科 消化器内科

内科 血液内科

整形外科

内科 血液内科

外科 上部消化管外科

内科 総合診療科

内科 循環器内科

外科 上部消化管外科

内科 呼吸器・RCU科

内科 血液内科

内科 呼吸器・RCU科

羽尾　裕之

長澤　康行

三村　治

岸本　裕充

西口　修平

西口　修平

三輪　洋人

小川　啓恭

吉矢　晋一

池亀　和博

笹子　三津留

森本　剛

増山　理

笹子　三津留

中野　孝司

小川　啓恭

中野　孝司

ＶＣＰ阻害剤を用いた眼難治
疾患に対する新規治療法開
発

歯科介入型の新たな口腔管
理法の開発及び介入効果の
検証等に関する研究

B型肝炎の核酸アナログ薬
治療におけるdrug freeを目
指したインターフェロン治療
の有用性に関する研究

B型肝炎ウイルスe抗体陽性
無症候性キャリアの長期予
後に関する検討

腹膜播種を伴う胃癌に対す
るパクリタキセル腹腔内投与
併用療法の有用性を評価す
る第Ⅲ相臨床試験

造血細胞移植における肝中
心静脈閉塞症（VOD）に対
する本邦未承認薬
defibrotideの国内導入のた
めの研究：第Ⅰ相および第
Ⅱ相試験（医師主導治験）

中性脂肪蓄積心筋血管症に
対する中鎖脂肪酸を含有す
る医薬品の開発

中性脂肪蓄積心筋血管症に
対する中鎖脂肪酸を含有す
る医薬品の開発

関節鏡視下自己骨髄間葉系
幹細胞移植による関節軟骨
欠損修復
－多施設共同、非盲検、ラン
ダム化、並行比較試験

難治性造血器腫瘍に対する
造血幹細胞移植の治療成績
向上を目指した未承認・適
応外薬のエビデンス確立に
関する研究

消化管悪性腫瘍に対する標
準治療確立のための多施設
共同研究

糖尿病患者における心血管
疾患予防の最適化に関する
研究

本邦におけるHFpEFの実態
に関する多施設共同調査研
究

がん微小環境を標的とする
消化器がん治療法の開発

中皮細胞の統合的研究拠点
形成

HLA半合致移植と骨髄内骨
髄移植を柱とする包括的細
胞療法の確立を目指した研
究

分子プロファイリングによる新
規標的同定を通じた難治が
ん治療法開発」(悪性中皮腫
のプロファイリングによる新規
分子標的の同定)
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補
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補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 小計

補 13

委 　計　107　

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前
年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を
記入すること。

三菱財団野口　一馬

循環器病研
究振興財団

兵庫県健康
財団

ひょうご科学
技術協会

1,000,000

内科 腎・透析科

内科 総合診療科

歯科口腔外科

内藤　由朗

兵庫県
医師会

救命救急センター

ファイザーヘ
ルスリサーチ

振興財団
内科 総合診療科

日本対がん
協会

中野　孝司 内科 呼吸器・RCU科

日本学術
振興会

リハビリテーション部

日本学術
振興会

リハビリテーション部

日本学術
振興会

リハビリテーション部 2,080,000

600,000

600,000

日本学術
振興会

呼吸器外科学

日本学術
振興会

歯科口腔外科

日本学術
振興会

リハビリテーション部 600,000

600,000

500,000

内科 循環器内科

350,000

2,500,000

3,500,000

650,000

3,000,000

250,000

長澤　康行

森本　剛

森本　剛

尾迫　貴章

森下 慎一郎

笹沼　直樹

福岡　達之

梅田　幸嗣

木﨑　久美子

米田　和恵

高血圧の病態形成における
鉄の関与と新規予防戦略の
確立

IgA腎症患者の扁桃の特異
的な歯周病菌への免疫応答
の検討

危険因子と発症様式から見
た日本人糖尿病患者におけ
る脳血管障害の臨床疫学

嚥下障害患者に対する経皮
的頚部電気刺激が嚥下機能
に及ぼす影響

人口呼吸管理患者における
体位変換時の横隔膜活動の
変化について

周術期の歯科介入が疾患の
予後に与える影響～兵庫医
科大学病院におけるコホート
研究～

肺癌患者末梢血液中の循環
腫瘍細胞(CTC)と上皮間葉
移行(EMT)に関する研究

頭頸部がん術後の永久失声
患者に対する携帯型タブ
レット端末を用いた代用音声
作成アプリケーションの開発

がん医療水準均てん化推進
事業（研究成果等普及啓発
事業・専門分野研究者研修
会）
研修テーマ：
「早期中皮腫の診断法」
　「胸膜切除/肺剥皮術の手
術手技標準化」

臨床決断支援システムを用
いた薬剤性有害事象対策の
有効性

蘇生後脳症患者における持
続脳波モニタリングを用いた
てんかん重積状態の早期診
断
造血幹細胞移植患者の無菌
室での身体活動パターンの
解明と自主運動プログラムの
開発

高齢心臓血管外科術後患者
への低負荷抵抗運動が筋
力、日常生活動作スコアへ
及ぼす影響



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Murase Keiko 外科 乳腺・内分泌外科

Biological characteristics of luminal
subtypes in pre- and postmenopausal
estrogen receptor-positive and HER2-
negative breast cancers.

Breast cancer
(Tokyo, Japan)
2014:21(1):52-57

Uchino Motoi 外科 下部消化管外科
Clinical features and management of
pouchitis in Japanese ulcerative colitis
patients.

Surgery today
2013;43(9):1049-
1057

Uchino Motoi 外科 下部消化管外科

Clinical features and treatment of
ulcerative colitis-related severe
gastroduodenitis and enteritis with massive
bleeding after colectomy.

International
journal of colorectal
disease
2014;29(2):239-
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administration of vancomycin.
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

1

2

3

4

5

～

(注) 1

2

3

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

倫理委員会の申請手続、進行手順、委員長から学長への答申・承認の方法について記載 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    2 「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告

(25 年度実績)において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告して

も差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。  

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

本学の役員及び教職員が産学官連携活動を行うにあたり、利益相反を適切に管理すること 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１９回 

（注）「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る

報告については、平成二十六年度中の業務報告(平成 25 年度実績)において開催実績が無い場合

には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を

明らかとすること）。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 

 ・研修の主な内容 ※平成２６年６月２６日（木）１７：３０～開催 

講師：佐野 統（倫理委員長、内科学 リウマチ・膠原病科 主任教授） 

演題：「医学研究に関する倫理とその問題点」 （参加者 ４８名） 

（注）「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中

の業務報告(平成 25 年度実績)において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績

を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 初期臨床研修を修了した卒後３年目以上の医師を対象に、学会の認定医・専門医を目指すため

の専門的な研修を行う。当該研修においては、専攻分野ごとに研修プログラムを策定し、研修目

標・到達目標の設定や、年次ごとのカリキュラムの設定を通して、効果的な研修が実施できるよ

う配慮している。 

なお、多数の症例を経験させるために、関連病院とも協働して研修を実施している。 

 また、専攻分野によっては、研修期間中に大学院へと進学し、研究を行うことも可能としてい

るものもある。 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数        １７２．５人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

澤田 暁宏 内科 血液内科 助教         17  年  

松井 聖 内科 リウマチ・

膠原病科 

准教授         31  年  

宮川 潤一郎 内科 糖尿病科 教授         34  年  

齋藤 正紀 内科 肝・胆・膵

科 

講師         25  年  

森脇 優司 内科 内分泌・代

謝科 

教授         34  年  

田端 千春 内科 呼吸器・Ｒ

ＣＵ科 

准教授         21  年  

木村 卓 内科 神経・脳卒

中科 

講師         21  年  

木田 有利 内科 腎・透析科 助教         14  年  

藤井 健一 内科 循環器内科

／冠疾患科 

講師         16  年  

富田 寿彦 内科 上部消化管

科／下部消化管

科 

講師         16  年  

川端 啓太 内科 総合診療科 准教授         27  年  

笹子 三津留 外科 上部消化

管外科 

診療部長         38  年  

冨田 尚裕 外科 下部消化

管外科 

診療部長         33  年  

藤元 治朗 外科 肝・胆・膵

外科 

診療部長         34  年  

宮本 裕治 心臓血管外科 診療部長         35  年  

長谷川 誠紀 呼吸器外科 診療部長        30  年  

奥山 宏臣 外科 小児外科 診療部長        29  年  



三好 康雄 外科 乳腺・内分

泌外科 

診療部長        29  年  

宮脇 淳志 救命救急センタ

ー 

助教         22  年  

多田羅 恒雄 麻酔科 教授         27  年  

服部 益治 小児科 教授 35 年  
清野 仁美 精神科神経科 助教 13 年  
澤井 英明 産科婦人科 准教授 29 年  
福西 成男 整形外科 講師 25 年  
河合 建一郎 形成外科 講師 16 年  
蒲 恵蔵 脳神経外科 講師 40 年  
中川 登 皮膚科 助教 12 年  
野島 道生 泌尿器科 教授 29 年  
細谷 友雅 眼科 助教 12 年  
寺田 友紀 耳鼻咽喉科 講師 17 年  
上紺屋 憲彦 放射線科 教授 30 年  
竹田 健太 ＩＣＵ 助教 14 年  
道免 和久 リハビリテーシ

ョン部 

部長 27 年  

廣田 誠一 病院病理部 部長 29 年  
神原 政仁 ペインクリニッ

ク部 

助教 16 年  

岩田 恵典 内視鏡センター 講師 17 年  
田中 弘教 超音波センター 講師 20 年  
今泉 昌男 放射線医療セン

ター 核医学・Ｐ

ＥＴ診療部 

講師 19 年  

田村 邦宣 がんセンター 講師 21 年  
樋田 信幸 ＩＢＤセンター

（内科） 

講師 18 年  

池内 浩基 ＩＢＤセンター

（外科） 

センター長 26 年  

中嶋 一彦 感染制御部 講師 17 年  
藤盛 好啓 輸血部 准教授 33 年  
正木 充 臨床検査部 講師         13  年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  （看護師）専門看護師・認定看護師取得に係る研修をはじめとした急性期医療の現場に 

おける実践研修 

（薬剤師）病院薬剤師の基本的な技術を習得するとともに薬物療法に関する臨床及び基礎の

幅広い知識と技術の習得を図り、より質の高い臨床薬剤師の育成を目的とした臨床

研修 

（理学療法士・作業療法士）病院でのリハビリテーションの基本的な技術を習得するととも

に臨床における幅広い知識と専門的な技術の習得を図り、より質の高い理学療法士

及び作業療法士を育成することを目的とした臨床研修 

 ・研修の期間・実施回数 

（看護師）11回、延べ182日 

（薬剤師）最大3年間（1年目を臨床薬剤師総合コースとし、2・3年目を臨床実務実践コース 

としている）であり、その間の勤務体系については常勤職員に準ずる。 

（理学療法士・作業療法士）最大2年間（１年目を一般基礎コースとし、２年目を専門基礎コ 

ースとしている）であり、その間の勤務体系については常勤職員に準ずる。 

 ・研修の参加人数 

（看護師）21名 

（薬剤師）3名 

（理学療法士・作業療法士）理学療法士3名、作業療法士1名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 



 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中

の業務報告(平成 25 年度実績)においては、平成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても

差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかにすること）。 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 難波 光義 

  管理担当者氏名 管理課長 元嶋 寛幸、   医事課長 小寺 斉人 
診療支援課長 柳谷 浩以、 薬剤部長 木村 健 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

 
管理課 

診療支援課 
薬剤部 

診療各科 

保管部署及び電子カルテ上にて管
理している。 
なお、画像保存通信システム（Ｐ
ＡＣＳ）は平成２１年３月１６日
より、電子カルテシステムは平成
２５年２月２５日より稼働してい
る。 
また、入院診療録・外来診療録に
ついては如何なる場合においても
院外への持ち出しはできないが、
画像診断記録及びその他の診療記
録については所定の手続きを経る
ことにより持ち出しの許可を受け
ることができる。 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

管理課 
 
 
 
 
 
電子媒体及び紙媒体をファイリン
グすることで管理している。 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 医事課 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

管理課 

 高度の医療の研修の実績 管理課 
 閲覧実績 ― 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

医事課 

 入院患者数、外来患者及び 
調剤の数を明らかにする帳
簿 

管理課 
薬剤部 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

医療安全管理部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子媒体及び紙媒体をファイリン
グすることで管理している。 
一部指針等については院内向けホ
ームページでも公開している。 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

 
医療安全管理部 

 
 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

医療安全管理部 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

医療安全管理部 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

医療安全管理部 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 
 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

感染制御部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

医療安全管理部 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況 

管理課 
医療安全管理部 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染制御部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子媒体及び紙媒体をファイリン
グすることで管理している。 
一部指針等については院内向けホ
ームページでも公開している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染制御部 
管理課 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染制御部 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染制御部 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

医療安全管理部 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

医療安全管理部 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

医療安全管理部 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

臨床工学室 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

臨床工学室 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

臨床工学室 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情

医療安全管理部 



 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

 
 
 
 
 
 
 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院事務部長 甲斐 義啓 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              管理課長 元嶋 寛幸、医事課長 小寺 斉人 

    診療支援課長 柳谷 浩以 

 閲覧の求めに応じる場所              管理課会議室、医事課会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

諸記録の閲覧を請求できる者である、病院に患者を紹介しようとする医師及び歯科医師並びに

国及び地方公共団体は当院病院事務部長に「兵庫医科大学病院諸記録閲覧申請書」に必要事項を

記入の上申請を行うことで閲覧の許可を得ることができる。 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ０件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        ０件 

  歯  科  医  師    延        ０件 
      国    延        ０件 
  地 方 公 共 団 体    延        ０件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

Ⅰ．はじめに －安全と信頼の医療の提供－        
Ⅱ．医療安全管理体制確保のための委員会の組織規約       
Ⅲ．当院における医療安全管理体制図         
Ⅳ．当院における異状死（異状死体）届出に関する基準   
Ⅴ．医療事故を起こした職員・当該部署職員への心理的支援について    
Ⅵ．大学附属病院における医療上の事故等の公表に関する指針    

             
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年２７回 

 
 ・ 活動の主な内容： 
 

① 医療安全管理委員会 １２回 
② セイフティマネージャー連絡会 ６回 
③ 医療事故緊急対応部会 ０回 
④ 医療事故等検討部会  ０回 
⑤ 病院長・医療安全管理委員会コアメンバー会議 ９回 

 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
      年４回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

平成２５年５月８日（水） 
テーマ：「医療機器安全使用の考え方」 
    －人工呼吸器・除細動器・保育器を中心に－ 
 
平成２５年７月３０日（火） 
テーマ：「患者安全のためのコーチングコミュニケーション」 
 
平成２５年１０月１日（火） 
テーマ：「B型肝炎ウイルスの再活性化とその対策」 
 
平成２５年１２月１８日（水） 
テーマ：「事例に学ぶカルテ記録の重要性」「患者さんへの対応と法的問題」 

 
 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

① 発生したインシデント・アクシデントに対して、専任医師・統括・専従セイフテ 
 ィマネージャーが発生部門セイフティマネージャーとともに、内容分析、改善策の 
 検討並びに患者への対応の指示を行っている。また、医療安全管理委員会委員及び 
 セイフティマネージャーから構成される「オンラインインシデント検討会」を毎週 
 開催し、各部門に改善策の助言・提案を行うことにしている。なお、必要に応じて 
 「医療事故等検討部会」を開催し、医療事故等の原因を分析し、改善策の検討を行 
 っている。 
 
② 報告のあった医療事故に対し、医療安全管理委員会等で原因を分析し、対応・改 



 
 
 

 
 善策の検討を行っている。また、事故発生１ヶ月後・３ヶ月後（必要時６ヶ月後） 
 に統括・専従セイフティマネージャーと当該部署のセイフティマネージャーで、改 
 善策の実施状況を検証し、医療安全管理委員会に報告している。 
 
③ 発生したインシデント・アクシデント内容からテーマを設定し、看護部事故防止 
 委員会・各部署のセイフティマネージャーと協働して、院内監査ラウンドなどを実 
 施している。 
 
④ 医療安全強化月間のテーマを決め、各部署の安全への取り組みを支援している。 
 
⑤ 医療安全ニュースを月２回発行し、当院のインシデント・アクシデント情報・再 
  発防止策・事故後の検証結果、他施設の事故事例、医療安全情報（厚生労働省・学 
 会・PMDA等）などを掲載し、職員に周知している。 
 
⑥ 職種別研修で当院で発生したインシデント・アクシデントを教材にし、事故分析や 
 ＫＹＴ訓練を行っている。 

 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
 有（３名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（２名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
     有・無 

 
  ・ 所属職員： 専任（３）名 兼任（１４）名 
 ・ 活動の主な内容： 
 

①安全管理体制の構築、委員会の運営、指針、マニュアルの改訂など 
②医療事故を防止するための情報収集、分析、改善策の立案、フィードバック、 
 評価 
③改善策実施のための各部門への依頼、調整、助言 
④安全管理対策の実施状況の調査、分析 
⑤セイフティマネージャーの活動支援 
⑥医療安全に関する職員への教育・研修の実施 
⑦医療事故への対応：届出・公表を含む事故発生後の対応、事故の要因分析 

 
 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状
 況 
 

 
      有・無 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 

① 感染管理に関する基本的な考え方 
② 感染管理体制 
③ 職員の教育・研修 
④ 感染症の発生時の報告 
⑤ 感染症の発生状況の報告 
⑥ 感染症の発生時の対応 
⑦ 病院感染対策のための指針の閲覧 
⑧ 病院感染対策のための指針の見直し・改正 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 

病院感染対策に関する事項を調査・審議し、院内感染症発生時の原因の分析、改善策の 
立案、実践、周知等感染管理を推進している。なお、必要があるときには臨時で開催する。 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年４回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

病院感染制御に対する基本的な考え方及び具体的施策の周知、業務を遂行するうえでの 
知識・技能の向上及び病院感染制御に対する意識の高揚を目的として、教育・研修を実施 
している。 

●病院感染制御をテーマとする講演会を開催（全職員対象）・・・年4回 
平成25年5月8日（水） 
テーマ：「飛沫感染と空気感染の予防策」 
 
平成25年9月30日（月）、10月3日（木）～15日（火）（水、土、日除く） 
テーマ：「クリーンハンドキャンペーン第４弾」 
 
平成25年10月1日（火） 
テーマ：「手術部位感染（SSI）対策」 
 
平成26年1月17日（金） 
テーマ：「感染制御の基本と最近の動向」 

 
●職種別研修等 
 看護師ラダーレベル別研修、リンクナースを対象とした感染制御に関する研修を実施 

 清掃職員（委託業者）を対象とした病院感染制御の基本について研修を実施 
 院内感染の増加が疑わしい場合、または確認された場合は、施設全体または部署や職 
 種を限定して院内感染対策に関する教育・指導を実施 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

感染症発生に係る報告、連絡があった事例は「感染症または病原体の検出種類によるレベル分類」
に基づき感染制御部が対応し、必要により感染対策委員会で審議し対策を講ずる。また、アウトブレ
イクを疑う事例が発生した場合は、「アウトブレイク発生時の対応」に基づき対応する。アウトブレ
イクの可能性が高いと判断した場合、感染制御部による原因の究明ならびに拡大防止策を指示する。



 
 
 

 
感染制御部は感染対策委員会委員長に報告し、状況により臨時の委員会を開催し対策について協議す
る。 

患者個々の抗菌薬治療に関しては、主治医からのコンサルテーションにより感染制御部と協議する
。無菌領域から分離された場合は、感染制御部の抗菌療法の介入対象となる。広域グラム陰性菌治療
薬の使用割合をＡＵＤで調査し、カルバペネム系25％弱、タゾバクタム/ピペラシリン25％強、その
他の広域βラクタム薬35％、ニューキノロン系15％を目標として使用割合をコントロールし、抗菌薬
の適正使用を推進している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

（臨床研修医オリエンテーション）         
   ＜平成２５年４月２日（火）＞         
  テーマ 「医薬品の適正使用・薬物の相互作用」  
  講師   兵庫医科大学病院 薬剤部 室 親明     
      
 
 
 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容：          
     
  １．病院で用いる医薬品の採用・購入などに関する事項     
   採用医薬品の選定と見直し    
   採用医薬品の安全性・取り間違い防止に関する検討  
   採用医薬品情報の作成・提供   
   医薬品の発注    
   医薬品の入庫管理と伝票管理 
            
  ２．医薬品の管理に関する事項   
   医薬品棚の配置と医薬品の充填   
   規制医薬品（麻薬、覚せい剤原料、向精神薬（第１種、第２種）、毒薬）  
   病棟・各部門への医薬品の供給  
   病棟等の配置医薬品の管理  
   医薬品の品質管理  
   処置薬の管理  
   救急カートの医薬品管理   
   輸血用血液製剤の保管・管理   
   危険物等の管理  
            
  ３．患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項  
   患者情報の内容および収集・管理、活用について    
   入院時の使用医薬品の確認  
   医薬品の使用に関する指示出しと指示受け   
   処方せんの取り扱い 
   特に安全管理が必要な医薬品の処方   
   病棟における処方変更時の対応   
   処方せんの点検  
   調剤 
   院外処方せんの取り扱い 
              
  ４．患者に対する与薬や服薬指導に関する事項 
   投与 
   服薬指導  
   投与後の経過観察  
   医薬品使用による患者容態急変時の応援体制    
   副作用発現時の対応        
       
             



 
 
 

 
     
  ５．医薬品の安全使用に係る情報の取扱いに関する事項 
   医薬品情報の収集・管理  
   医薬品情報の提供  
   薬剤部における副作用情報の収集と提供    
   ヒヤリハット事例・インシデント事例の周知   
   各部門、各職種からの問い合わせに対する体制整備   
   患者への薬剤情報提供及び問い合わせに対する対応 
             
  ６．他施設との連携に関する事項     
   他施設からの問い合わせ等に関する体制整備    
   院外処方せんの発行に関する事項  
   緊急連絡のための体制整備   
 
  ７．放射性医薬品の取り扱いに関する事項     
   放射性医薬品管理責任者の配置 
 
  ８．院内製剤の調整及び使用に関する事項   
   院内製剤の調整及び使用について    
   院内製剤の承認について  
   院内製剤を製造するまでの流れ 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ）  
 病棟担当薬剤師から副作用情報の収集         
 プレアボイド報告の収集       
 医療安全全国共同行動への参加（危険薬の誤投与防止） 
 調剤システム更新に伴う処方箋・薬袋印字の改善への取り組み 
 術前・検査前に休薬を要する薬剤一覧表の改訂      
  
 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 
定期的な医薬品の整理（平成２５年度は８６品目の削除） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
年１１８回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
  

以下の機器の取り扱い方法・安全対策について研修を行った 
 

人工呼吸器・血液浄化装置・除細動器・補助循環装置・保育器・輸液ポンプ・医療ガス・ 
放射線機器 等 

 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 

以下の装置に対しては定期点検を実施している 
 
人工呼吸器・血液透析装置・血液浄化装置・補助循環装置・保育器・麻酔器・ 
体外式ペースメーカ・輸液ポンプ・シリンジポンプ・除細動器・電気メス・ 
ベッドサイドモニタ 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
  ・ＭＲＩ金属吸着事故防止のためにＭＲＩ持ち込み可能な医療機器に「ＭＲ対応」シールを 

貼付した 
 
  ・セントラルモニタのアラーム音設定を全台確認し、音量設定分布を示し、アラーム音量の 
  見直しを促した。 
 
 
 
 
 
 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

平成23年1月7日付けで、（財）日本医療機能評価機構の病院機能評価（ver.6）の認定（一般病

院）を受けている。  

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 ホームページや院内掲示を通じて、患者さん及び外部へと診療実績（クリニカル・インディケ

ーター）をはじめとした情報を発信している。 

 また、「学校法人兵庫医科大学広報」「兵庫医科大学病院NEWS」「医療情報誌「HEARTS（ハー

ツ）」」の3誌を定期的に発行しており、連携病院に対しては送付による案内も行っている。 

 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 安全管理体制の強化を図るとともに、医療の質向上を目指し、複数診療科の医師、看護師をは

じめとしたメディカルスタッフ等多職種からなる医療チームを編成し、適切な患者ケアや総合的



な患者管理等を行う医療チーム及び医療従事者の質向上を目的とする合計８つの医療チームを組

織している。 

 （患者ケア等を目的とする） 

 ・感染対策チーム（ICT）・褥瘡対策チーム・栄養サポートチーム（NST）・緩和ケアチーム 

・呼吸ケアチーム（RST）・精神科リエゾンチーム 

（医療従事者の質向上を目的とする） 

・エコーガイド下CVC挿入推進チーム・救命処置（BLS・ALS）推進チーム 

 

 

 

 

 


